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放射線授業事例 

愛知教育大学附属名古屋中学校 教諭 奈良  大 

１ 基本的な考え方 

私は中学３年間を見通した放射線教育が必要であると考えている。そこで、令和３年度に中学１年

生の「光の性質」の単元で、波長の短い電磁波（光）の種類の一つとして、放射線（Ｘ線など）を取

り上げ、放射線の基礎的な性質を学習させることにした。その後、放射線の身近な利用例を表す自作

カードのなかまわけをさせることで、放射線の性質と利用を結び付けさせたいと考えた。自作カード

は、安価で容易により多くの教員が活用できる放射線利用に関するものであり、東海学園大学准教授

（当時）の山岡武邦氏より御提供をいただいた。その結果、書籍やインターネットなどで調べさせな

がら、放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を考えさせる活動を通して、放射

線が日常生活や社会でどのように利用されているかを知らせることができたと考える。生徒たちは、

書籍やインターネットなどの多くで紹介されている利用別（産業利用、医療利用、工業利用、農業利

用など）をなかまわけの観点として、自作カードのなかまわけを行い、スライドにまとめる姿が見ら

れた。 

令和４年度に中学２年生では、放射線の基礎的な性質として、「透過性」「電離作用」を学習し、そ

れらの性質がどのように身近で利用されているかを学習する。そのため、放射線の基礎的な性質が日

常生活や社会でどのように利用されているかを知らせるには、どの性質がどのように身近で利用され

ているかという、利用別ではなく、性質別に理解させる必要があると考えた。しかし、書籍やインタ

ーネットの多くが利用別（産業利用、医療利用、工業利用、農業利用など）での整理がされている場

合が多く、そのままでは生徒に理解させづらいと考えた。 

そこで、日本原子力産業協会に依頼し、性質別に説明がしてある資料を作成していただき、授業実

践で性質別に説明がしてある資料を提示することで、改めて中学１年生のときに行った自作カードの

なかまわけの観点を考えさせる授業と同様のことを行わせた。その結果、生徒たちは、性質別をなか

まわけの観点として性質別に自作カードのなかまわけを行い、スライドにまとめる姿が見られた。残

念ながら、電離作用のもう一つの特徴である生物影響に関わる資料は現時点でも作成していただくこ

とができていない。 

これらの授業実践の結果、学年の発達段階や学習内容に応じて、放射線の性質と利用を結び付けて

理解させることができ、一定の成果が得られたと考える。しかし一方で課題も見つかった。性質別に

放射線の利用を考えさせる際に、多くが複数の性質を利用していると捉えることができる場合が多く、

生徒の中には混乱が生じたのではないかという点である。また、放射線の基礎的な性質である「電離

作用」という言葉は、中学３年生で「電離」を学習するまでは教科書に出てこず、「物質の性質を変質

させる」と説明されていた。この「物質の性質を変質させる」の意味を理解するのが難しいと捉えて

いる生徒も一定数いたと考える。テニスのラケットのガットに使われる高分子の繊維を強化するため

に、ガットを構成する分子同士の結びつきを強くするという意味では、「物質の性質を変質させる」と

いう言葉は、イメージがしやすいと考えるが、真の意味での性質の理解に至ったのかは疑問である。

やはり、「電離作用」で「電子を弾き飛ばす」というイメージをもたせられるようにしたほうが、利用

例と結び付けやすいものもあり、中学３年生で改めて「電離」を学習した後に、放射線の性質の一つ

である「物質の性質を変質させる」ものの利用例について取り上げ、生徒の理解度を調べたい。 

  今回は、実際に令和３・４年度に実施した内容を中心に放射線授業事例の報告をすることとする。 
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２ 令和３年度実践 

 (1) 対象生徒   愛知教育大学附属名古屋中学校 １年生 ７２名（２クラス） 

 (2) 単元の指導 

① ねらい 

  波長の短い電磁波（光）の種類の一つとして、放射線（Ｘ線など）を取り上げ、放射線の基礎

的な性質を学習する。その後、放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を考

えさせることで、放射線の性質と利用を、利用分野別に結び付けさせる。 

  ② 準備 

   【自作カード】 東海学園大学准教授（当時）の山岡武邦氏の御提供による 

     教科書や放射線副読本等を参考し、放射線利用例として取り上げられることが多い日常生活

や社会で見られる事物・現象をイラストにしたものである。授業では、どの利用例を意図して

描いたかは生徒に示さずにイラストのみをカードで示し、その解釈も含めて生徒に考えさせ、

なかまわけの観点を考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇放射線の工業分野での利用：①工場     工場における放射線の利用を表すカード 

              ②飛行機    飛行機搭乗時の手荷物透視検査における放射線の利用を表すカード 

〇放射線の医療分野での利用：③がん細胞   がん細胞の治療における放射線の利用を表すカード 

              ④注射器    注射器の滅菌・消毒における放射線の利用を表すカード 

              ⑤レントゲン  レントゲン撮影における放射線の利用を表すカード 

〇放射線の産業分野での利用：⑥ラケット   ラケットのガットの補強における放射線の利用を表すカード 

              ⑦タイヤ    タイヤの強度強化における放射線の利用を表すカード 

              ⑧ダイヤモンド ダイヤモンドの着色における放射線の利用を表すカード 

〇放射線の農業分野での利用：⑨花      花の品種改良における放射線の利用を表すカード 

              ⑩ジャガイモ  ジャガイモの発芽止めにおける放射線の利用を表すカード 

              ⑪害虫     害虫駆除における放射線の利用を表すカード 

※⑫地球 いずれにも分類できると考えられることを意図したワイルドカードの要素をもつカード 

(3) 指導計画（全３時間） 

 【事前調査】【事後調査】概念地図法による放射線に関する概念の確認 

【第１時限】Zoom を用いたオンラインによる出前授業で放射線の基礎的な性質の学習 

 上記は、2021 年度放射線授業事例コンテスト『中学校理科における放射線利用を学ぶための授業

デザイン』で紹介済であるため、割愛させていただく。 
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【第２時限】放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を考える授業 

  〇 ねらい 

    放射線の身近な利用例を表す自作カードをなかまわけする観点を考え、実際になかまわけをす

ることを通して、放射線利用に関する関心を高める。【主体的に学習に取り組む態度】 

  〇 学習の流れ 

学習指導 指導上の留意点 

１ 放射線に関係するカード１２枚を

配布し、班でなかまわけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 書籍やインターネットを使って調

べ学習を行う。 

３ グループで調べたことを基に話し

合い、スライドを使ってなかまわけを

まとめる。 

○放射線に関係するカード１２枚のイラストの解釈

を考えさせるとともに、どのような観点でなかまわ

けをすればよいかを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇放射線に関係する観点でなかまわけができるよう

に調べ学習をさせる。 

〇グループで話し合ったことを、スライドを活用し、

次回の授業で発表できるようにまとめさせる。 

〇他のグループのなかまわけの様子を自由に参考に

してよいことを伝える。 

  【第３時限】放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を発表する授業 

  〇ねらい 

    放射線の身近な利用例を表す自作カードをなかまわけする観点を考え、実際になかまわけをす

ることを通して、放射線利用に関する関心を高める。【主体的に学習に取り組む態度】 

  〇学習の流れ 

学習指導 指導上の留意点 

１ グループごとに発表を行う。 

 

 

２ 他のグループのなかまわけについ

て聞きたいことなどを質問する。 

○スライドにまとめたプレゼンテーション資料を用

いて、どのような観点でなかまわけしたのかを発表

させる。 

〇他のグループの発表を聞いて、さらに聞きたいこと

などを自由に発言させる。 

 (4) 実際の授業の様子 

  【第２時限】放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を考える授業 

   グループで話し合い、自作カードをなかまわけすることができた。「地球」を表すカードにより、

話合い活動が活発に行われている様子が見られた。また、なかまわけの途中経過をクラス全体で発

表した際も多くの生徒が熱心に発表を聞いていた。発表後、お互いの発表内容について他のグルー

プとの意見交流の場として、質疑応答を行ったところ、議論の深まりが見られた。 
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  【第３時限】放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を発表する授業 

   作成したプレゼンテーション資料を用いた発表会を行った。発表会終了後、お互いの発表内容に

ついて、質疑応答を行わせたところ、「害虫の駆除に使われる不妊虫放飼法について、詳しく教えて

ください」や「地球のカードをそのグループに分類したのはなぜか」などの質問が出た。以下に、

発表に使用されたプレゼンテーション資料の一部を示した。多くの班で、書籍やインターネットな

どの多くで紹介されている利用別（産業利用、医療利用、工業利用、農業利用など）をなかまわけ

の観点として、自作カードのなかまわけを行い、スライドにまとめていた。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
３ 令和４年度実践 

 (1) 対象生徒   愛知教育大学附属名古屋中学校 ２年生 ８５名（３クラス） 

 (2) 単元の指導 

① ねらい 

    真空放電と関連付けながら、放射線の基礎的な性質を学習し、改めて放射線の身近な利用例を

表す自作カードのなかまわけをさせる。その際、１年とは異なり、放射線の基礎的な性質でなか

まわけをさせることで、放射線の性質と利用を、性質別に結び付けさせる。 

(3) 指導計画（全３時間） 

【第１時限】放射線の主な性質（透過性、電離作用）について、観察・実験を通して理解する授業 

【第２時限】放射線の主な性質（生物の細胞に大量に当たると細胞が死滅する）について、映像資

料を通して理解するとともに、その性質がどのように利用されているのか学習する授業 

 上記は、2022 年度放射線授業事例コンテスト『中学２年生における放射線教育の授業事例』で紹

介済であるため、割愛させていただく。 

【第３時限】放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を改めて考える授業 

  〇 ねらい 

    放射線の身近な利用例を表す自作カードをなかまわけする観点を改めて考え、実際になかまわ

けをすることを通して、放射線利用に関する関心を高める。【主体的に学習に取り組む態度】 

  〇 学習の流れ 

学習指導 指導上の留意点 

１ 放射線に関係するカード１２枚を

配布し、班でなかまわけを行う。 

 

２ 前時限に配布した性質別に説明が

してある資料をもとに調べる。 

○放射線に関係するカード１２枚のイラストの解釈

を改めて考えさせるとともに、性質別にどのように

なかまわけをすればよいかを考えさせる。 

〇グループで話し合ったことを、スライドを活用し、

発表できるようにまとめさせる。 
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３ グループで調べたことを基に話し

合い、スライドを使ってなかまわけを

まとめる。 

〇他のグループのなかまわけの様子を自由に参考に

してよいことを伝える。 

  【第３時限】放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を発表する授業 

  〇ねらい 

    放射線の身近な利用例を表す自作カードをなかまわけする観点を改めて考え、実際になかまわ

けをすることを通して、放射線利用に関する関心を高める。【主体的に学習に取り組む態度】 

  〇学習の流れ 

学習指導 指導上の留意点 

１ グループごとに発表を行う。 

 

 

２ 他のグループのなかまわけについ

て聞きたいことなどを質問する。 

○スライドにまとめたプレゼンテーション資料を用

いて、どのような観点でなかまわけしたのかを発表

させる。 

〇他のグループの発表を聞いて、さらに聞きたいこと

などを自由に発言させる。 

 (4) 実際の授業の様子 

  【第２時限】放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を改めて考える授業 

   改めて自作カードを見た生徒は、なつかしさを覚える発言をするとともに、放射線の性質につい

て改めて学習したことを用いてグループで話し合い、自作カードをなかまわけすることができた。

また、なかまわけの途中経過をクラス全体で発表した際も多くの生徒が熱心に発表を聞いていた。

発表後、お互いの発表内容について、質疑応答を行ったところ、放射線のどの性質を用いたなかま

わけであるかどうかについて聞き合うなど、議論の深まりが見られた。 

  【第３時限】放射線の身近な利用例を表す自作カードのなかまわけの観点を発表する授業 

   作成したプレゼンテーション資料を用いた発表会を行った。発表会終了後、お互いの発表内容に

ついて、質疑応答を行わせたところ、「注射器のイラストについて、私たちの班では、注射器をパッ

ケージに入れてから放射線を照射すると調べたので、透過性を利用していると考えましたが、どう

すか」などの質問が出た。以下に、発表に使用されたプレゼンテーション資料の一部を示した。多

くの班で、性質別をなかまわけの観点として、性質別に自作カードのなかまわけを行い、スライド

にまとめていた。 
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４ 成果と課題 

令和３年度の中学１年生の授業実践では、放射線を直接的に扱う単元がないため、「光の性質」の単

元で取り扱うことで、学習したこととのつながりも意識させることができた。放射線の身近な利用例

を表す自作カードのなかまわけの観点を考えさせる活動を通して、放射線が日常生活や社会でどのよ

うに利用されているかを知らせることができたと考える。生徒たちは、書籍やインターネットなどの

多くで紹介されている利用別（産業利用、医療利用、工業利用、農業利用など）をなかまわけの観点

として、自作カードのなかまわけを行い、スライドにまとめる姿が見られた。一方、多くのグループ

が「工業分野での利用」「産業分野での利用」「医療分野での利用」「農業分野での利用」という観点で

なかまわけを行っていた。これは、インターネットで放射線利用について検索すると、上記のように

紹介されていることが多いからであると考えられる。 

令和４年度の中学２年生の授業実践では、日本原子力産業協会に依頼し、性質別に説明がしてある

資料を作成していただき、授業実践で性質別に説明がしてある資料を提示することで、改めて中学１

年生のときに行った自作カードのなかまわけの観点を考えさせる授業と同様のことを行わせたとこ

ろ、生徒たちは、性質別をなかまわけの観点として性質別に自作カードのなかまわけを行い、スライ

ドにまとめる姿が見られた。 

これらの授業実践の結果、学年の発達段階や学習内容に応じて、放射線の性質と利用を結び付けて

理解させることができ、一定の成果が得られたと考える。 

一方で、課題も見つかった。当初、私が想定していたなかまわけは以下の通りである。 

性質① 放射線には透過性がある。 性質② 放射線は物質の性質を変質させる。 性質③ 放射線は生物の細胞に大量に当たると細胞が死滅する。 

 

 

 

 

①工場     ②飛行機     

 

 

 

 

⑤レントゲン 

 

 

 

 

⑥ラケット   ⑦タイヤ 

 

 

 

 

⑧ダイヤモンド   ⑨花 

 

 

 

 

 ③がん細胞   ④注射器 

 

 

 

 

⑩ジャガイモ    ⑪害虫 

  私が想定したなかまわけと異なるわけ方をしている場合が多かった。そのため、性質別に放射線の

利用を考えさせる際に、多くが複数の性質を利用していると捉えることができる場合が多く、生徒の

中には混乱が生じたのではないかという点である。また、放射線の基礎的な性質である「電離作用」

という言葉は、中学３年生で「電離」を学習するまでは教科書に出てこず、「物質の性質を変質させる」

と説明されていた。この「物質の性質を変質させる」の意味を理解するのが難しいと捉えている生徒

も一定数いたと考える。テニスのラケットのガットに使われる高分子の繊維を強化するために、ガッ

トを構成する分子同士の結びつきを強くするという意味では、「物質の性質を変質させる」という言

葉は、イメージがしやすいと考えるが、真の意味での性質の理解に至ったのかは疑問である。やはり、

「電離作用」で「電子を弾き飛ばす」というイメージをもたせられるようにしたほうが、利用例と結

び付けやすいものもある。今後は、中学３年生で改めて「電離」を学習した後に、放射線の性質の一

つである「物質の性質を変質させる」ものの利用例について取り上げ、生徒の理解度を調べたい。 












